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   A comparative study of cefixime  (CFIX), a new oral cephem antibiotic, was carried  out at the 
Department of Urology, Nagoya University Hospital and its four  affiliated hospitals to evaluate 
the clinical efficacy and safety of two dosage regimens of CFIX, given either in twice daily doses 
(BID group) or once daily dose (UID group), in the treatment of acute uncomplicated cystitis. 
Forty six female patients (BID group) were administered the daily dose of  200  mg in two divided 
doses for 3 days, 30 female patients (UID group) were administered  200  mg once daily for 3 days. 
The clinical efficacy was evaluated in 33 cases from the BID group and in 22 cases from the UID 
group, respectively, according to the criteria recommended by the Japan UTI Commitee. In the 
BID group, the clinical efficacy was evaluated as excellent in 18 cases, moderate in 13 and poor 
in 2, with an overall clinical effectiveness rate of 94%. In the UID group, it was evaluated as 
excellent in 9 cases, moderate in 12 and poor in  1, with an overall clinical effectiveness rate of 96%. 
Safety was monitored in 71 patients, and only one case of stomatitis was seen in the UID group.
*現=市 立四日市病院
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   This findings suggest hat  200  mg once daily dosing regimen of cefixime is as effective as 100 
mg twice daily dosing regimen in treatment of acute uncomplicated  cystitis, and is well tolerated 
in terms of safety. 
                                              (Acta Urol. Jpn. 38: 1337-1342, 1992) 
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緒 言
Ce丘xime(CFIX)は,藤沢 薬 品工 業(株)で 開 発 さ
れ た 経 口用Cephem剤 で7-aminocepharosporanic
acid(7-ACA)の3位にvinyl基 を,7位 にami-
nothyazoi基とcarboxymethoxyimino基を有 す る
(Flg.1).本剤 は グ ラ ム陽性 菌 お よび 陰 性 菌 に広 範 な
抗 菌 スペ ク トルを 有 し,E.coli,Klebsietla属,ProteUS
mirabilisはも と よ り,従 来 の経 口 β一lactam剤が弱
い 抗 菌 力 しか 示 し えな か ったIndo1陽 性Proteus,
Serratia属な どの 尿 路 感染 症 原 因 菌 と して 頻 度 の 高 い
グ ラ ム陰性 菌 に も強 い 抗菌 力 を有 す る.ま た そ の 作用
は 殺 菌 的 で あ り各種 細 菌 の産 生 す る β一lactamaseに
対 して もきわ め て 安 定 で あ る.本 剤 は そ の 血中 濃 度 半
減 期 が2.5時間 とか な り長 く,さ らに 尿 中 の有 効 濃 度
持続 時 間が 長 い特 長 を 有す る1).
今 回,こ の よ うな特 長 を有 す る本剤 につ いて,急
性 単 純 性膀 胱 炎に 対 す る1日1回 投 与(U.LD.)と
1日2回 投 与(B.1.D.)の2群間 の 有 効性 お よび安 全
性 の 検討 を名 古 屋 大 学 泌 尿 器 科 な らび に 関 連4施 設
(市立 岡崎 病 院,名 古 屋 第 二 赤 十 字病 院,中 部 労 災 病




Fig.1化 学 構 造
Tablel.患 者 背 景















































坂田,ほ か 急性単純性膀胱炎 ・CFIX
5.副作用






初 診 日1日 目2日 目3日 目4日 目
成 績
朝 ○ ○OBID群
夕 ○ ※ ○ ○
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株 中31株(94%)に 菌消 失 を 認 め た(TableIO).
2.U.LD.群(1回200mgを1日1回 投 与)
U.1.D.群28例中,UTI薬 効 評 価 基準 に合 致 した
の は22例 で あ った.排 尿 痛 につ いて は 消 失20例(91
%),軽 快2例(9%),不 変 な しで あ っ た.膿 尿 に 対
す る効 果 は,正 常化14例(64%),改善6例(28%),
不 変2例(9%)で あ り,一 方,細 菌 尿 に対 す る効=果
は陰 性 化14例(64%),減少 も し くは菌 交 代 が6例(27
%),不 変 が2例(9%)で あ った.総 合 臨 床 効果 は
著 効9例(41%),有 効12例(55%),総合 有 効 率 は96
傷 で あ った(Table4).
また 主 治 医 判定 で は 著効12例,有 効6例 で 有 効 率 は
1340 泌尿紀要38巻ll"e1992年
82%であ った(Table9).
細 菌 学 的 効果 は22例か ら投 与 前 に分 離 同定 され た22
株 中19株(86%)に 菌 消 失 を 認 め た(Table10).
3.起 炎 菌 の感 受 性 分 布
検 出 され たE.coliにつ い て,CFIX,CCL,AM-
PC,OFLXの4剤 のMICを 測 定 し,そ の受 感 性
分 布 をFig.2に 示 した.MIC80値 はCFIXO.2
μg/mlであ り,OFLXO.1μg/mlには1管 劣 った も
の の,優 れ た 感 受 性 が 確 認 され た.一 方,CCL,
AMPCに は 高 度 耐性 株(MIC50μ9/ml以 上)が
そ れ ぞ れ7%,25%存 在 した,
4,副 作用
総 解 析 対象 症 例7工例 中,U.LD.群 に1例 のみ 口内
炎 が み られ た.こ の 症例 は200mg1日1回 投 与 を3
日間投 与 後,残 尿 感 が残 存 す るた め継 続 投 与 した と こ
ろ,ll日 目に 口内 炎 が 出現 した.こ の た め他 系 統 抗 菌
剤 に変 更 した と ころ,速 や か に 消失 した,
Table5.排尿 痛 に 対 す る効 果
1日2回1日 亘回 合 計





Table6.膿尿 に 対 す る効 果
1日2回1日1回 合 計





考 察 Table7.細菌 尿 に 対 す る効果
cefixime(CFIX)は,藤沢薬品工業(株)で開発さ
れ,1987年に日本で上市された後,米 国,韓 国,フ ラ
























計 33 22 55
























常 化 率はB・1・D・群70%,U.1.D.群64%であ り,ほ
ぼ同等 の値 を示 した(Table6).細菌 尿 に 対 す る効 果
では 陰性 化 だ け の 陰性 化 率 はB.LD.群73%,U.LD
群64%で,B.1.D.群の値 が 高 か った(Table7).
一方 ,主 治 医 に よる臨 床 効 果 判 定 で は,有 効 以 上 の
有 効 率を 両 群 で 比 較す る とB.1.D.群91%,U.1.D.
群82%で あ り,UTI基 準 の成 績 とは逆 にB.1.D.群
の方 が高 い値 を示 した が,両 群 ともに 十 分 満 足 の い く
結 果 であ った(Table9).






















計 33 22 55
有 効 以 上30/33(90.9%)18/22(81.8%)48/55(87,3%)
TablelO,細菌学 的 効 果







































































































Fig2.E.coliの感 受 性分 布(lo6cells/ml)
最 後 に 細 菌 学 的 効 果 の比 較 で はTablelOに 示 す
ご と く両群 と も主 要 原 因菌 はE・coliであ り,E・coli
に対 す る菌 消 失 率 はB.1.D.群96%,U・1・D・群82%
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